
寫生
畫
『雪
の
朝
』説
明

T
、
　

0
、
　

生

時
は

二
月

の
末
、
場
所
は
多
摩
川

の
ほ
と
り

千
ケ
瀬
と

い
ふ
村
で
あ
る
。

宵
よ
り
降
出

せ
し
雪
の
、
朝
は
晴
れ
て
地
に
積

る
こ
と
三
四
寸

、
急
ぎ
寫

生
箱
肩
に
し
て
飛
出
し
た
が
、
豫
想
し
て
ゐ
た
場
所
は

一
も
面
白
く
な
く
、

畑
を
越

へ
田
の
畔
を
傳
ひ
て
漸
く
得
た
の
は
此
圖
で

あ
る
。
形
に
も
色
に

も
統

一
は
な

い
が
、
元
よ
り

ス
タ
デ
ー
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
唯
有

の
儘
を
寫
生

し

て
置

た

。

日
は
漸
く
高
く
華

や
か
な
光
線
が
射

し
て
ゐ
た
が
、
夫
で

も
冷
た

い
感
は

一
體
に
行
渡

つ
て
ゐ
た
。
寫
生

の
仕
方
は
例
の
通
り
、
明
る

い
色
で

(
白

く
見
え
た
る
雪

の
上
ま
で
も
)
下
塗
し
て
、
空

よ
り
遠
景
中
景
前

景
と

い

ふ
順
序
で
、
當
時

用
ひ
た
色
は
、
下
塗
に
ク
リ

ム
ソ

ン
レ
ー
キ
、
ネ
プ

ル

ス
ヱ
ロ
ー
。
空
に

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
。
同
じ
く
地

平
線
に
近
く
ネ
プ
ル
ス

ヱ
ロ
ー
、
ヴ
ヱ
ル
ミ
リ
オ

ン
。

遠
景
の
森

に
は
僅

か
の
ホ
ワ
イ
ト
に
イ

ン

ヂ
ゴ

ー
。
中
景
の
木

に
は
イ

ン
ヂ
ゴ
ー
、

エ
ロ
ー
オ
ー
ク
ル
、
ウ
ォ
ル
ト

ラ

マ
リ

ン
。
杉
の
林

に
は
夫
等

の
彩
料
の
ほ
か

ラ
イ
ト
レ
ッ
ド
、

バ
ア

ン

ト
シ
ン
ナ
。
雪

の
陰

は
コ
バ
ル
ト
、

ニ
ユ
ー
ト
ラ
ル
チ

ン
ト
。
家

の
明
る

き
色
は
バ
ア

ン
ト

シ
ン
ナ
。
畑
の
緑

は
レ
モ
ン
ヱ
ロ
ー
に
コ
バ
ル
ト
。
田

の
水
は
は
イ

ン
ヂ
ゴ
ー
、

ニ
ユ
ー
ト
ラ
ル
チ

ン
ト
、
ヴ
ェ

ル
ミ
リ
オ
ン
の

類
で
、
暗
き
蔭

は
慨
し
て
イ

ン
ヂ

ア
ン
レ
ッ
ド

に
ウ
ォ
ル
ト
ラ

マ
リ

ン
を

用

ひ
た

。

さ
て
雪
景
を
寫

す
に

つ
き
注
意
す
べ
き
事
は
、
先
づ
雪
は
白

い
も
の
で

あ

る
と
い
ふ
觀
念

を
去
て
虚

心
に
觀
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
他

の
物
體
の
色
と

比
較
し

て
見
れ
ば
眞

の
白

い
處
は
極
め
て
僅
少
で
、
他
は
皆
幾

分
か
宛
雜

多
な
色
を
持

つ
て
ゐ
る
、
殊
に
森
の
下
や
家

の
陰
な
ど
に
あ
る
も
の
は
白

く
見
え
て
も
其
實
甚

し
く
暗

い
も
の
で
あ
る
。
木

の
枝

に
積
れ
る
雪
を
下

か
ら
見

上
れ
ば
、
曇

つ
た
空

よ
り
も
暗
く
凡
え
る
も
の
で
、
又
朝
の
太
陽

が
直
射
す
れ
ば
稍

紅
色
に
見
え
、
夕
に
は
橙
色
若
く
は
黄
色

に
見

え
る
。

影
は
概
し
て
暗
き
空
色

の
鼠
で
、

そ
れ
も
反
射

の
情
態
で
種

々
變
化
が
あ

る
。
若

し
雪
は
白

い
も
の
で
あ
る
と
思

つ
て
、
景
色
畫

に
大
切
な
る
光
線

の
色

や
反
射

の
理
を
無

視
し
て
筆

を
執

つ
た
な
ら
、
其
繪

に
は
奥
行
も
な

け
れ
ば
調
子
も
合
は
ず
、
到
底
自
然
の
感

を
現
は
す
事

が
出
來

ぬ
で
あ
ら

う
。

枝
に
あ
る
雪
は
風
の
爲

め
に
落

ち
易

い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
最
初
に
輪
廓

を
正
し
く
寫

し
て
置

か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
雪
の
積
れ
る
枝
と
枝

と
の
間

に

空

の
透
け
て
見
ゆ
る
を
描
き
出
す
事
は
困
難
で
あ
る
が
、
ホ
ワ
イ
ト
を
用

ひ
ず

に
注
意
し
て
叮
嚀

に
描
く
の
で

あ
る
。
パ
レ
ツ
ト
に
あ
る

同

一
の

色
を
塗

つ
て
も
、
第

一
筆

と
第

二
筆
と
で
は
時
間

の
爲

め
に
濃
淡

が
出
來

る
、
こ
の

や
う
な
場
合

に
は
後

に
補
修
す
る
よ
ゆ
他
に
道
は
な

い
、
そ
れ

は
清

い
水
と
柔
か
な
刷
毛
で
洗

つ
て
、極
淡

い
色

を
幾
度
も
塗

る
か
、
又
は

細

い
筆
で
線
を
畫

き
、或
は
尖
で
點

を
う

つ
て
色
調

を
合

せ
る
の
で
あ
る
。

注
意

　
石
版
に
て
は

コ
バ
ル
ト

の
空
暗

き
に
過
ぎ
、
遠
景
に
イ

ン
ヂ
ゴ

ー
の
色
を
缺

き
、
家
根
は
固
く
總

じ
て
美
し
く
な
り
過
た
り

。


